
さ
せ
る
提
案
を
行
う
。Ｔ
カ
ー
ド
加
盟

の
Ｆ
Ｃ
店
舗
に
加
え
、
地
場
商
店
や
市

主
催
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
で
ポ

イ
ン
ト
を
〝
貯
め
る
〞
。
こ
れ
を
加
盟

店
舗
に
加
え
、
公
共
施
設
利
用
料
と
し

て
も
〝
使
う
〞
。
こ
の
循
環
シ
ス
テ
ム

を
地
域
循
環
活
性
化
へ
つ
な
げ
よ
う
。

今
ま
で
に
な
い
非
常
に
ユ
ニ
ー

ク
な
新
し
い
発
想
で
あ
る
。
全

国
的
に
も
例
は
な
い
と
思
う
。
こ
れ
か

ら
は
多
様
性
が
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば

勝
負
で
き
な
い
と
思
う
。
個
人
情
報
の

問
題
な
ど
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
は
あ
る

が
、
貴
重
な
提
案
と
し
て
、
早
速
内
部

で
検
討
に
入
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

園
田
　
裕
史 

議
員

競
艇
場
で
の
バ
イ
ク
ポ
ロ
大
会

の
開
催
を
提
案
す
る
。
こ
れ
を

機
に
Ｂ
Ｍ
Ｘ
、
ス
ケ
ボ
ー
、
フ
リ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
等
の
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ス

ポ
ー
ツ
に
Ｄ
Ｊ
を
組
み
合
わ
せ
る
な

ど
、
若
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
イ

ベ
ン
ト
企
画
を
継
続
す
る
こ
と
、
さ
ら

に
は
タ
レ
ン
ト
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て

も
、
中
心
市
街
地
と
シ
ェ
ア
す
る
こ
と

に
よ
り
市
内
全
体
の
活
性
化
へ
つ
な
げ

よ
う
。

会
で
は
消
費
税
増
税
法
案
が
可
決
成
立

し
、
平
成
26
年
に
８
％
、
平
成
27
年
に

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る

消
費
の
落
ち
込
み
な
ど
の
影
響
が
大
き

い
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
収
益

を
確
保
し
一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
か
。

大
村
競
艇
が
納
め
て
い
る
消
費

税
は
、
平
成
23
年
度
ベ
ー
ス
で

２
億
５
，
６
０
０
万
円
で
あ
る
。
消
費

税
増
税
が
収
益
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
平

成
23
年
度
の
純
益
が
５
億
４
，
２
０
０

万
円
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
消
費
税
10
％

の
場
合
、
純
益
が
２
億
８
，
６
０
０
万

円
へ
減
収
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
、

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

前
川
　
與 

議
員

昨
年
の
原
発
震
災
に
よ
り
全
国

的
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
が
叫

ば
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
既
存
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
と
し
て
の
水
力
・
風
力
・

太
陽
光
発
電
の
ほ
か
に
新
た
に
水
稲
栽

培
に
利
用
す
る
用
水
路
の
河
川
水
落
差

に
よ
る
小
水
力
発
電
装
置
の
活
用
が
全

国
的
に
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
市

と
し
て
も
郡
川
水
系
で
早
急
に
数
カ
所

で
も
設
置
す
る
計
画
は
な
い
か
。

競
艇
場
に
若
者
を
来
場
さ
せ
た

い
と
考
え
て
お
り
、
若
者
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
当
て
た
エ
ク
ス
ト
リ
ー

ム
イ
ベ
ン
ト
に
は
魅
力
を
感
じ
て
い

る
。
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

三
浦
　
正
司 

議
員

竹
松
・
福
重
地
区
の
新
幹
線
の

保
守
基
地
か
ら
車
両
基
地
へ
の

規
模
・
機
能
変
更
に
伴
う
問
題
点
、
そ

れ
に
対
す
る
対
策
、
処
置
は
考
え
て
い

る
か
。
こ
の
変
更
に
よ
り
景
観
の
大
規

模
変
容
、
町
内
会
の
分
断
な
ど
が
予
想

さ
れ
る
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
検
討
と

業
務
内
容
の
拡
大
に
よ
る
従
事
者
移
住

者
の
増
加
、
企
業
誘
致
、
雇
用
な
ど
の

対
策
は
検
討
し
て
い
る
か
。

車
両
基
地
へ
の
変
更
に
つ
い
て

は
詳
細
が
明
確
に
な
っ
て
い
な

い
。
道
路
、
排
水
路
等
に
課
題
が
あ
る

が
、
地
域
住
民
の
利
便
性
、
安
全
性
に

つ
い
て
関
係
者
と
協
議
し
対
応
し
て
い

く
。
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
関
係

す
る
町
内
会
等
と
協
議
し
対
応
し
た

い
。
居
住
者
対
策
、
関
連
企
業
の
誘
致
、

雇
用
な
ど
に
つ
い
て
も
、
今
後
情
報
を

収
集
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

神
近
　
寛 

議
員

国
指
定
史
跡
本
経
寺
の
大
村
家

墓
石
群
の
一
角
に
愛
犬
「
華
丸

（
は
な
ま
る
）」
の
墓
が
あ
る
。
史
実
と

し
て
日
本
最
古
の
犬
の
墓
と
言
わ
れ
て

い
る
。
飼
い
主
と
犬
の
絆
を
顕
彰
す
る

こ
の
墓
は
世
界
的
に
も
破
格
の
扱
い
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
「
動
物
愛

護
発
祥
の
地
・
大
村
」
等
の
ア
ピ
ー
ル

に
よ
り
歴
史
観
光
に
活
か
し
て
は
い
か

が
か
と
提
案
す
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
「
絆
」
と

い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
近
年
の
ペ
ッ
ト

ブ
ー
ム
の
背
景
も
あ
る
。
発
祥
の
地
を

持
つ
こ
と
は
情
報
発
信
の
大
き
な
武
器

と
思
う
。
華
丸
の
墓
を
動
物
と
人
の
絆

の
聖
地
と
し
て
大
村
か
ら
観
光
情
報
を

発
信
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
み
た

い
。

水
上
　
享 
議
員

競
艇
事
業
は
数
年
の
間
、
企
業

努
力
に
よ
り
収
益
を
一
般
会
計

へ
繰
り
入
れ
、
こ
ど
も
夢
基
金
等
福
祉

施
策
に
寄
与
し
て
い
る
が
、
さ
き
の
国

語
活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
る
効
用
は
高

い
と
認
識
し
て
い
る
。
授
業
に
組
み
込

む
こ
と
は
難
し
い
が
、
日
常
の
活
動
の

中
で
参
加
で
き
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
。

水
上
　
享 

議
員

県
は
２
０
１
５
年
を
目
標
に
長

崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関

連
遺
産
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指

し
て
い
る
。
日
本
最
初
の
キ
リ
シ
タ
ン

大
名
大
村
純
忠
は
４
３
０
年
前
に
天
正

遣
欧
少
年
使
節
を
派
遣
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
日
本
を
知
ら
し
め
た
。
大
村
の
力
が

脈
々
と
つ
な
が
っ
て
い
る
天
正
遣
欧
少

年
使
節
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
光
る
海
を
県
事

業
と
し
て
県
内
各
地
で
の
公
演
要
請
を

す
べ
き
だ
。現

在
、
波
佐
見
町
、
西
海
市
、

南
島
原
市
、
雲
仙
市
等
、
天
正

遣
欧
少
年
使
節
ゆ
か
り
の
地
で
の
公
演

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ご
指
摘
の
と
お

り
、
こ
れ
は
長
崎
県
全
体
に
も
関
係
が

あ
る
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
長
崎
ブ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
や
ア
ル
カ
ス
佐
世
保
で
の
公

演
な
ど
、
県
の
力
添
え
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
県
民
の
宝
と
し
て
広
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

郡
川
水
利
組
合
や
県
央
振
興
局

と
の
調
査
等
に
よ
り
、
小
水
力

発
電
を
設
置
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
場

所
が
２
カ
所
あ
っ
た
。
今
後
、
詳
細
に

検
討
し
、
実
現
に
向
け
て
努
力
し
た
い
。

村
上
　
秀
明 

議
員

南
登
山
口
に
は
、
か
な
り
老
朽

化
し
た
ト
イ
レ
が
あ
り
、
こ
の

ト
イ
レ
の
改
修
か
建
て
替
え
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
の
対
応
は
ど
う
か
。
ま

た
、
駐
車
場
の
舗
装
整
備
も
行
う
べ
き

と
思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。
こ
の
ト
イ

レ
や
駐
車
場
の
管
理
を
野
岳
湖
公
園
管

理
業
務
に
含
ま
せ
て
実
施
で
き
な
い

か
。

登
山
口
の
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ

い
て
は
、
利
用
状
況
の
確
認
や

利
用
者
の
声
を
聞
き
、
対
応
し
て
い
き

た
い
。
駐
車
場
に
つ
い
て
は
現
状
で
も

支
障
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
野
岳
湖

公
園
の
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
に
つ

い
て
は
協
議
す
る
。

村
上
　
秀
明 

議
員

地
場
企
業
の
ひ
と
つ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｘ
Ｉ
Ｖ
の
そ
の
後
に

つ
い
て
、
工
業
用
水
道
の
決
算
審
査
意

見
書
に
は
「
水
需
要
の
増
加
は
見
込
め

な
く
な
っ
た
」
と
あ
る
が
、
水
を
使
わ

な
い
と
い
う
こ
と
は
生
産
ペ
ー
ス
が
落

ち
て
い
る
と
考
え
る
が
、
市
で
は
ど
の

よ
う
な
現
状
把
握
を
さ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
雇
用
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

親
会
社
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
の
事
業
再

生
計
画
を
受
け
、Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｘ
Ｉ
Ｖ
も
生
産
体
制
再
構
築

に
伴
う
要
員
体
制
の
見
直
し
と
な
っ

た
。
市
と
し
て
は
雇
用
の
維
持
に
つ
い

て
要
請
を
行
い
、
現
在
約
１
，
２
０
０

名
の
社
員
が
い
る
が
１
，
０
０
０
名
以

上
の
体
制
は
維
持
し
て
い
た
だ
け
る
と

考
え
て
い
る
。
な
お
、
２
０
１
２
年
７

月
期
の
連
結
決
算
で
は
約
49
億
円
の
黒

字
で
あ
る
。

村
上
　
信
行 

議
員

中
小
零
細
建
設
事
業
者
よ
り
強

い
要
望
が
あ
り
、
不
況
対
策
と

し
て
一
般
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

を
発
足
し
て
い
た
だ
い
た
。
施
工
に
つ

い
て
は
大
規
模
事
業
者
に
偏
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
現
状
は
ど

う
か
。

現
在
、
こ
の
事
業
に
よ
る
改
修

工
事
費
総
額
は
３
億
７
，
０
０

０
万
円
を
超
え
経
済
効
果
が
出
て
い

る
。
申
請
状
況
で
は
個
人
事
業
主
か
ら

建
設
業
者
ま
で
幅
広
く
実
施
さ
れ
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
中
小
零
細
企
業
に
向

け
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
が
、
公
共
性

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
あ
と
は
そ
れ
ぞ

れ
の
企
業
の
営
業
努
力
で
あ
る
と
思

う
。

城
　
幸
太
郎 

議
員

外
国
語
活
動
は
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国

語
指
導
助
手
）
に
よ
り
小
学
５

年
生
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
と
し
て
の

英
語
に
も
っ
と
早
い
時
期
か
ら
興
味
・

関
心
を
持
た
せ
、
そ
の
能
力
の
素
地
を

養
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
に
費
用
を
軽
減
で
き
る
Ｊ
Ｅ
Ｔ

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
を

図
り
、
小
学
３
年
生
か
ら
の
活
動
が
実

施
で
き
な
い
か
。

人
員
的
な
増
員
は
可
能
で
あ
る

が
、
受
け
入
れ
環
境
を
整
え
る

の
が
課
題
と
な
る
。
低
学
年
か
ら
外
国

エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
系
で
ボ
ー
ト

場
の
イ
メ
チ
ェ
ン
を

「
絆
」
の
象
徴

　
愛
犬「
華
丸（
は
な
ま
る
）」

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
現
状

に
つ
い
て

小
学
３
年
生
か
ら
の
外
国
語
活

動
に
つ
い
て

「
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
光
る
海
」

の
県
内
公
演
を

市
内
有
力
企
業
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

郡
岳
南
登
山
口
の
整
備
に
つ
い
て

消
費
税
増
税
が
競
艇
事
業
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の

変
更
に
伴
う
対
応
は
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教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

省
エ
ネ
時
代
、
市
の
小
水
力
発

電
に
対
す
る
対
応
は


